
申請者 山形県 初回採択回 令和７年度第１回募集

事業計画期間 R7-R9年度 期間中の総事業費
（カッコ内はR8年度事業費）

126,122千円
（44,991千円）

事業分野 ソフト
事業 ✓

拠点整
備事業

インフラ
整備事業 事業分野（大項目） 強い経済

目的・効果

• デジタル技術を活用し山岳資源の魅力を発信し来訪を促すことにより観光消費額の増加等を図る。
•登山者等と山岳自然保全団体との交流を促進し、山岳資源保全の担い手の確保を図る。
•四季を通じた山岳リゾートの情報発信、地域間連携による周遊促進等を通した山岳観光地域づくりに取り組み、山岳観光地の観光
者数の増加を図るとともに、本県の代表的な自然景観である樹氷の復活・再生を推進する。

事業概要・
主な経費

※経費内訳はR8年度事業費

【事業概要】

山形県の魅力そのものである「山」のさらなる魅力向上・発信による利
用（誘客）拡大、自然環境（観光資源）の保全を両輪とし一体的
に事業を展開し、山がもたらす多彩な自然を活かした持続可能な経済
活動の推進と交流人口・関係人口の拡大、地域活性化を目指す。

【主な経費】
・デジタルスタンプラリー及びウェブサイトでの情報発信（委託料）7,831千円
・山岳遭難防止に向けたアプリデータ分析（委託料） 3,500千円
・山がもたらす多彩な自然・文化に関する山岳魅力発信動画制作、発信による
プロモーション（委託料、事務経費） 7,146千円
・山岳環境保全体験ツアーの開催（委託料） 4,000千円
・山岳観光地域づくり（報償費、負担金、事務経費） 8,800千円
・樹氷復活計画づくり（委託料、事務経費） 13,714千円

事業概要：活用と保全を一体とした取組み展開による山岳資源の魅力向上・利用拡大事業



山形県

役割 名称（関係性） 役割 名称（関係性） 委託内容

委託料
株式会社ヤマップ
（県からの委託）

・デジタルスタンプラリーの企画・運営

使用料

委託料
・全体の進捗管理
・関係者との調整
・情報収集及び分析

株式会社ヤマップ
（県からの委託）
株式会社日本国際放送

・情報収集及び分析

需用費

役務費

使用料

2
山岳環境保全体験等交流の拡大
・実施する団体を拡充し、体験ツアーの運営として、体験内容の企画、参加者募集や実
施経過等の情報発信を実施

委託料
・全体の進捗管理
・関係者との調整

株式会社ヤマップ
（県からの委託）

・体験ツアーの企画・運営

報償費

旅費（費用弁償）

需用費

役務費

使用料

負担金

委託料
アジア航測株式会社
（県からの委託）

・計画検討の情報収集及び立案へ
のコンサルティング

報償費

旅費（費用弁償）

需用費

役務費

使用料

■具体的な交付金の使途及び実施体制

事業内容（設備・備品） 支出方法 支援対象者
事業推進主体 委託先等

連携市町村

デジタル技術活用等による登山利用・観光誘客拡大事業

1

データ分析に基づく山岳資源魅力発信
・データ分析に基づき、ターゲットとする登山者に応じたプロモーションを展開し、登
山アプリ等でのデジタルスタンプラリーの企画・開催・情報発信や登山者データの分析
を実施

・全体の進捗管理
・関係者との調整
・登山アプリ等での情報発信

（同左）

山がもたらす多彩な自然・文化に関する山岳観光の魅力発信プロモーション
・山岳観光者数の落込みが大きい地域の山々を対象に、山周辺の食文化や観光地、歴史
的要素を交えた山岳魅力発信動画の制作、発信によるプロモーションを実施

樹氷復活計画策定
・前年度に作成した計画骨子について、有識者や関係機関の意見聴取・協議を行い、計
画を策定

・全体の進捗管理
・関係者との調整
・協議会の開催

樹氷復活県民会議
（県も構成員となり協働で実施）

・計画の検討及び協議

山を通じた交流創出事業

（同左）

持続可能な蔵王エリアへの取組み

3

中核観光地を拠点とする山岳観光地域づくりの拡大
・各エリアの観光協会、地域の観光事業者、索道事業者など地域の中核を担う多様な関
係者の合意形成を図る体制を継続し、事業の進捗を管理
・蔵王広域事業推進組織（仮称）を推進母体として実施する、蔵王地域の知名度向上に
向けた情報発信、蔵王の自然を生かした観光コンテンツの開発、１年目に開発したコン
テンツのブラッシュアップ、二次交通の充実に係る実証バスの実装など、蔵王地域全体
のブランド化に向けた取組みを支援

・全体の統括業務、進捗管理
・関係者との連絡・調整

「世界の蔵王」プロジェクト
実行委員会

・プロモーションの実施
・誘客促進のための実証事業実施
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